
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変り行く廃線区



 

 

 

西中金駅開業…昭和３年(1928) １月 22日、 駅舎は昭和４年(1930)に新築されたと記録にある。 

先代の・中金の売店の安藤さん曰く。当初、北側に廃車された客車が駅舎代用。 

1年後、南側に新築されたという。ホームの法面が何故、三河広瀬方にあったのが理解できる。 

三河広瀬方のホームが法面になっていたのは、構内亘り踏切があった証しでもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 開業時の駅舎位置 

(駅舎は廃車の客車） 

                  半分が駅長室 

                  半分が待合室 

猿投・枝下・三河広瀬も西 

中金も廃車した客車を使用    

                                   

                  

 

 

 ホームの法面は３７００形が入線(昭和３２年)したとき、ホーム長を延伸したため、現在の形態になった。 

 

構内渡り踏切



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16年 11月 23 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上…平成 17 年７月 27 日 

廃線８か月～1年後 

線路内は雑草で荒れ放題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋では、昭和 22(1947)年以来 58 年振りの大雪で観測史上２位タイの積雪 23ｃｍとか 。 

西中金は 12cm前後の降雪。一方、海線では雪は舞ったが積雪は無い。…H17年 12月 19日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山線の廃線区間は大雪、海線の廃線区間はチラホラ

と…



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21年２月 12日に待合室の腰掛の上に置いてあり、裏面をみると 平成 20年度  

           石野中学校 3 年生 制作…平成 20年７月 29 日 生徒 38 名の氏名有 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在りし日の売店                解体中の売店…平成 26年２月８日 

      平成 21 年２月 8日まで、駅東に民家があったが、３月 30日、訪れたとき撤去されていた。 

駅界隈の売店・民家の移転や解体

平成 21 年２月８日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生命力・木柱の切断箇所から新たな息吹が…平成 23年 7月 11日 

生命
い の ち



 

 

 

 

 

 

 

 

駅舎移設工事中(約 1600 ㎜ホーム側に移設)…平成 26年８月３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩道新設工事中…平成 26 年９月 21 日     駅舎の案内看板…平成 27 年４月 27 日 

 

 

 

     右の看板の説明文、誤り有り登録有形文化財になったのは、平成 18 年でなく、平成 19 年 10 月が正当。 

                      



線路内に駐車場の新設及びトイレの撤去…平成 27 年７月 11 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細かい指示の跡が…。「建具枠はくすんだ色」とか「天井は白色」等々 

駅舎の内装工事…平成 27年８月 5日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アトラクション・石野子供歌舞伎(白波五人男)と中切町の棒の手保存会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中切町「棒の手」保存会…5名が妙技を披露 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

開業時のスタッフ…土曜日・日曜日(10:00～15:00)営業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西中金ふれあいステーション開業



 

 

 

 

 

 

 

 

 

線路内に細かい砕石が敷かれ、旧踏切の両側に木製のベンチが散策道に設置されていた。また、駅舎の前 

には「西中金ふれあいステーション」の看板が新設され、ステーション内には吊るし雛が…。 

平成 28 年 4月 2日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ふれあいステーション内には、季節ごとに飾り物が工夫され、平成 28年 10月 15日、訪れたときには、 

  秋の味覚、柿が吊るされていた。また、五平餅も販売初日なのか注文が殺到。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年７月 23日 

 

平成 28年８月 27日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽トラ市の看板が変更され目立つようになった …平成 28年９月 24日 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   旧・線路とホームへの昇降する階段設置 

               …平成 28 年８月 13日 

ホームの広瀬方に「日本駄右衛門」の顔出し看板が…。地元・ 

石野子ども歌舞伎の十八番「白浪五人男」から、日本駄右衛門 

の顔出し看板にしたのでは…？ 

平成 28年 10月 15日 

 

 

 

(顔ハメ看板、顔抜きパネルともいう) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸太の腰掛、今度はどこへ設置するのかな！…平成 28年 11月 12日 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西中金ふれあいステーション内に色とりどりの魚たちが、スイスイと泳いで涼を呼んでいる。 

平成 29 年６月 10 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

エアコン設置…平成 29年７月 16日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



手洗い所完成…平成 31年２月 16日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西中金…令和４年 10月８日 


